
茨城県央地域定住自立圏共生ビジョン 地域公共交通部会の概要 

 

日 時  令和元年５月 21日（火） 午後１時 30分から午後３時 30分 

場 所  笠間市役所 ２階 庁議室 

議 題  茨城県央地域定住自立圏（地域公共交通分野）第３回勉強会 

内 容 

（要 旨） 

 

(１) 笠間市の公共交通に関する取組について（事例発表） 

 ・ 笠間市から，資料「茨城県県央定住自立圏（地域公共交通分野）勉強会」

のとおり，当市の公共交通に関する取り組みについて発表があった。 

 【主な質疑】 

  ・ 収支率が他市町村と比べると高水準であるが，その理由は。（城里町） 

   ⇒ 他市町村と比べて早くデマンド交通を導入したため，浸透している点

と，使いやすい料金設定ができている点が考えられる。（笠間市） 

 

(２) 共生ビジョンに基づく事業の実績について 

 ・ 事務局（水戸市）から，資料「茨城県央地域定住自立圏共生ビジョンの取

組状況及び評価 2018（平成 30）年度」に基づき，「茨城県央地域定住自立圏

共生ビジョン」の地域公共交通分野での取組状況及びＫＰＩの見直しについ

て説明した。 

 

(３) 令和元年度第１回県央地域ノーマイカーウィークについて 

・ 事務局（水戸市）から令和元年６月１日から６月７日まで実施する「ノー

マイカーウィーク」について説明し，協力についてお願いした。 

(４) 意見交換 

  県と各市町村で，意見交換が行われた。 

  ・ 「バス路線維持確保改善事業」について，平均乗車密度の条件達成が難

しく，条件緩和を希望したい。（城里町） 

   ⇒ 利用者が少ない系統については，市町村にも補助の御協力をいただき

たい。また，生産性向上にも努めていただきたい。（県） 

  ・ ９月～10月の国体の開催期間中の輸送等，特殊な事例については，市町 

村と県で連携してＪＲに要望できるようお願いしたい。（東海村） 

   ⇒承知した。（県） 

まとめ 

（決定事項等） 

・ ＫＰＩの見直しについては，５月 22日まで意見を受け付けることとなった。 

・ 次回の勉強会（８月開催予定）については，茨城町で開催することとなった 


